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１．はじめに 

東北地域の広域で 2011年 3 月 11日に発生した大地震と津波によって甚大な被害がもたらされた．この津波によ

って東北地方の沿岸域の各市区町村は壊滅的な被害を受けた．このような自然災害において広範囲な被災状況をで

きるだけ迅速にかつ詳細に把握する必要がある．特に，津波による被災地の海岸線の変化状況や護岸，防波堤，港

湾施設等の防災・社会基盤への被災状況を迅速に把握することは，緊急救援活動や被災地への復興支援活動を円滑

に行うために，また，今後の復興計画を策定するためにも必要不可欠な情報である．ここでは，津波発生前と発生

以後に被災地を広域に ALOS/AVNIR2 によって観測された衛星画像データの画像判読から津波による海岸線形状の崩

壊状況や防波堤などの港湾施設への影響を中心に調査し，被災箇所の分布状況と特性を調査した． 

２．方法 

2-1．使用データと調査範囲 

 今回は災害後の 2011年 3月 14日に観測されたも

のと，災害前 2011 年 2 月 23 日および 27 日に同衛

星によって観測された画像データを使用した．調査

範囲は津波によって被災した，岩手県，宮城県，福

島県の海岸線全域を調査範囲とした(図―1)． 

2-2．調査方法 

被災前後の画像の位置合わせを行い，カラー合成

表示を画像判読し，ここでは護岸施設の敷設等によ

って形成されている海岸線の損傷，消失による変化

および，津波によって損傷・消失したと判読できる

防波堤の状況を調査した．また，被災後も画像上で

形状を保っていると判読される防波堤の位置も調

査した．なお，今回対象とする防波堤は，湾口部に

津波対策のため設置されている大規模なものから，

漁港等の港湾施設の一部として利用されている小

規模な防波堤まで画像判読によって認識できる全

てを対象とした．さらに護岸林や港湾部への被災状

況についても特徴的事例を判読によって調査した． 

３．判読による調査結果 

3-1．被災箇所の分布について 

被災前と被災後で海岸線の崩壊や消失によって

形状が変化した地点の分布と損傷・消失した防波堤

の分布，および画像判読上は被災後も形状が変化し

ていない防波堤の分布状況を図―2に示す．    

図に示されるように，今回の津波災害によって海

岸線形状は広く影響を受けており，特に宮城県中部

以南では護岸林の崩壊による変化が顕著に認めら

れた．また，宮城県北部から岩手県にかけてのリア

ス式海岸部では，湾部奥の護岸による海岸線の多く

が崩壊，消失していることが認められた．今回の画

像判読の結果では，海岸形状が崩壊等により変化し

た地点は約 150 箇所，損傷・消失した防波堤は約

170堤，形状を維持した防波堤は約 350堤であった． 
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図 -1  被災地全域の

ALOS 衛星画像 
(2011 年 3 月 14 日観測) 
 

図-2 海岸線、防波堤の被災

状況分布 
（図中 赤点が海岸線形状変化地点、

青点が消失・損傷防波堤地点、黒点が

形状変化なしの防波堤位置を示す。） 

 

Ｎ Ｎ 

土木学会第66回年次学術講演会(平成23年度)

 

-79-

 

Ⅳ-040

 



3-2. 防波堤の被災状況の例 

 図-3は北堤(上部)が 930ｍ，開口部が 

300ｍ，南堤(下部)が 670ｍの防波堤の被 

災状況である．南堤の半分がまとまって 

消失しており，北堤は細かく破壊された 

様子が確認できる．この防波堤は、明治 

29 年の三陸沖地震（マグニチュード 8.5） 

で発生した津波を想定して設計された１）． 

3-3. 港湾の被災状況の例 

 リアス式海岸の箇所では，図-4のように 

海に突き出している箇所よりも，入り込む 

ようになっている湾内に被害が多く表れて 

いるのが確認できた．これは津波が V字や 

U 字の湾内を進むにつれ波が集まった為と 

考えられる．その為，湾内の防波堤と判断 

される構造物が破壊されており，赤枠内の 

湾の中央付近に最も被害が出ていることが 

確認できる． 

3-4. 防潮林の被災状況の例 

 被災前には、図-5赤枠内の海岸線約 7ｋｍ 

に渡って防潮林と考えられる木々が存在し 

ていたが，被災後は大部分が破壊され消失 

していることが確認できた．その消失の特 

徴は，ほぼ全ての木々が破壊され消失して 

見える箇所や，海とほぼ垂直に線上となっ 

て木々が残っている箇所など様々であった． 

 

４．まとめ 

 今回は東北地域広域において，防波堤な 

どの港湾施設における被災箇所の分布状況 

とその特徴を画像判読を中心に調査した． 

そこから宮城県中南部から福島県にかけて 

の海岸線と，宮城県から岩手県にかけての 

リアス式海岸における入り込んだ湾内に被 

害が多く確認された．このように判読調査 

を広域に行い，港湾施設などの被害状況分 

布の調査結果から，防災として機能しなく 

なった施設の特徴を効果的に確認できるこ 

とが考えられる．また，今後起こりうる二次災害の防止や救助，救援活動などをより安全に行う為など広域的な支

援活動に役立てられると考えられる．今回は光学式センサによる初期的な調査にとどめたが，今後はレーダー画像

や他の光学式センサによる様々な観測データを利用し，より総合的な災害状況の抽出と整理を進めていく予定であ

る． 
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図-3 岩手県釜石市 釜石湾口防

 

図-4 岩手県大船渡市  門之浜湾 

図-5 宮城県仙台市 海岸公園付近 

A.被災前 B.被災後 

A.被災前 B.被災後 

A.被災前 B.被災後 
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